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　本演習では、現代世界を揺るがしつづける民族紛争と紛争後平和構築について、理論と事
例の双方を学ぶ。民族紛争はなぜ起こるのか。民族間の対立はどのように解決すればよいの
か。多民族が平和的に共存するにはどうすればよいのか。紛争後の平和構築はどのように進
めていけばよいのか。そこで国連などの国際機関はどのような役割を果たすべきなのか。本
演習ではまずこれらの問題を考えるための理論的な文献を読み進めながら、世界各地の事例
についても少しずつ学んでいきたい。演習では事前に各回のディスカッションのテーマを設
定し、購読した文献を踏まえたディスカッションを行うことで、多面的に分析・評価する力
や批判的思考力を養いたい。こうした購読や議論を通じて各自が関心を寄せる研究テーマを
選択し、βでは、資料の収集と分析にもとづいた研究発表を行い、議論を通じて理論と事例
双方の理解を深めていく。分析対象は先進国、旧ソ連・東欧、アジア、アフリカ、ラテンア
メリカなどいずれの地域・国でもよいが、外国の政治・社会・歴史・文化に強い関心を持
ち、積極的に議論に参加する人を希望する。

第１回：春学期イントロダクション

第２回－第３回：文献購読１－民族アイデンティティの起源（アンダーソン『想像の共同

体』）

第４回－第５回：文献購読２－現代の民族紛争の特徴（カルドー『新戦争論』）

第６回－第７回：文献購読３－現代の紛争と経済（コリアー『最底辺の10億人』）

第８回－第９回：文献購読４－テロの政治・経済的諸要因（クルーガー『人はなぜテロリス

トになるのか』）

第10回：論文購読１－人道的介入（千知岩「人道的介入と保護する責任論」ほか）

第11回：論文購読２－紛争後平和構築と国連（上杉「国連統合ミッションの人道的ジレン

マ」ほか）

第12回：論文購読３－平和構築におけるＤＤＲ（瀬谷「平和構築におけるＤＤＲの成果、限

界と今後の役割」ほか）

第13回：論文購読４－平和構築における移行期正義（望月「移行期正義における国際的な刑

事裁判所の役割」ほか）

第14回：論文購読５－平和構築、人間の安全保障と教育（水野「平和構築のための教育協

力」ほか）

第15回：理解度の確認

第16回：秋学期イントロダクション

第17回－第20回：論文購読（ゼミ生の研究テーマをもとに購読する論文を選択）

第21回－第29回：各自の研究成果の中間発表

第30回：理解度の確認

　必要に応じ、指示する。

　必要に応じ、指示する。
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　本演習は、民族紛争と紛争後平和構築に関する基礎的な諸理論についての理解を得ること

を目標とする。また、あわせて、世界各地の紛争や平和構築の具体的事例についても学んで

いくことを目指したい。こうした理論と事例の理解をもとに、参加者各自が研究テーマを設

定して資料収集や文献購読を進め、翌年度末の卒業論文提出に向けた基礎的な作業に着手す

ることが演習初年度（α）の目標である。
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